
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成22年2月16日

事　業　所　名

（ ２４３－０２１１ このホームの特徴

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

ﾕﾆｯﾄ数

登録定員

通い定員

宿泊定員

定員　計

有限会社　ぱすてる

1492900079
平成21年3月1日

どんぐり庵さんだ

所　　在　　地

　□　小規模多機能型居宅介護

平成21年12月1日

サービス種別

定　 員　 等

36 ～ 55

56 ～ 68

）

神奈川県　厚木市　三田７４２－２７

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

平成22年4月20日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ホームで暮らすことになってもその人らしい生活を送ることができるようにこころが
けている。近所の徒歩圏内にスーパーや衣料品店、レストランがあり、日々の買物や
行事の際に必ず利用者様と一緒に外出するよう心がけ、積極的に活用している。日常
における料理や洗濯、掃除等に関しては職員のみで決して行なわず、利用者様個人の
力に応じた内容で一緒に行ない、たとえ少しの時間でも関わりをもち、また役割を
持って生活して頂けるよう努めている。また、入居者様が健康に暮らせるように、か
かりつけ医や看護師に協力してもらい、日々の健康面のチェックや、何か変化があっ
た時は即座に対応できるよう日々の情報交換や、入居者様の観察に力を入れている。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

①このホームは、(有)ぱすてるが飯山にある「どんぐり庵」の姉妹ホームとして発足した。
飯山のどんぐり庵は認知症専門のデイサービス「みみおくらぶ」をその源としており、医
療、介護については定評がある。隣接の荻野は古くから栄えた地域であり、ここ三田は新興
住宅地であると言う。三田自治会に加入し夏の子ども御輿を見て楽しませて頂いたりしてい
る。アクセスは小田急線本厚木駅から、バスで２０分程度で、バスの運行本数も多い。車で
のアクセスでは、東名・厚木インターから車で約２０分の便利な所に位置している。
②設立は昨年３月にされ、１年足らずではあるが、地域との関係、所内体制も徐々に構築さ
れてきた。所内の体制に関しては、飯山のどんぐり庵から移籍して来たスタッフを中心に
し、このホームで採用した職員の教育に力を入れ、体制が備いつつある。又地域について
は、地元の大家さんのご協力を得ながら近隣とのつき合いを進め、行事等の企画を行ってい
る。運営推進会議については、大家さんのご協力を得て自治会長、民生委員及び市又は地域
包括支援センターにお声をかけ、３月には実施が出来る手筈である。
③ケアの方針については、「みみおくらぶ」「どんぐり庵」と同様であるが、入居者の方が
穏やかに人生最終章を過ごして頂けることを目指している。入居者の方々の望みを叶えてあ
げたい気持ちを持ち、その為には普段の関りを大切とし、形にとらわれずに真摯な態度でご
利用者に向き合う、“当り前”の対応を心がけている。日常活動の様々な場面では、職員主
導を排く、ご利用者の意思を確認する形の関わりを大切にし、ケアに努めている。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

どんぐり庵さんだ

ぐり（1Ｆ）

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

開設時より、運営状況や入居状況など様々な相談を
させて頂いている。また、施設内での事故により受
診をした際には報告書を提出し、助言を仰いでい
る。

市町村とは、開設時より、運営状況や入居状況など
様々な相談を行う等、協力関係をとっている。厚木
市は合同就職説明会を２回開催して頂き、職員が１
名採用できた経緯がある。研修については、受講費
を自己負担した９割を返却する制度を３年間受けら
れることになっている。（今年は２年目である。）

今後の継続

ご近所の方々や、見学に来られた地域の方々にはそ
の都度説明を行なっている。しかし、施設主導で広
く実践等について説明する機会は今のところ設けて
いない。

現在のところ、運営推進会議は行なえていない。年
度内に行なう予定である。

運営推進会議は、年度内に行なう予定で準備してい
る。メンバーには厚木市の方、自治会長、地域代表
（大家さん）、民生委員、地域包括支援センターの
方のご協力を得、更にご近所の方にも加わって頂け
れるよう取り組んでいる。

今後の継続

ここでの暮らしがその人らしいものとなるように理
念を掲げている。入職時のオリエンテーションや毎
月のミーティング等で理念について学び実践できる
ように努力している。

ここでの暮らしがその人らしいものとなるように、
理念を掲げている。入職時のオリエンテーションや
毎月のミーティング等で理念について学び実践出来
るように努めている。ケアの方針は本人の出来るこ
とをやれるようにサポートすること、本人にとって
心地よい環境への気配りを重視して行っている。
ミーティングでは理念を具体化した形で話し合うよ
うにしている。地域については、来てくれた人に応
じた対応が出来ることを大切にしている。

今後の継続

自治会へ加入し、夏の子供御輿に参加させて頂い
た。また、回覧板を通じ、情報の共有を図らせて頂
いている。

自治会へ加入し、夏の子供御輿に参加させて頂い
た。（見に行った。）また、回覧板を通じ、情報の
共有を図っている。ボランティアには行事を中心に
入ってもらっている。忘年会に、入居者の従兄が
入っている関係で、ハーモニカのサークルの方々が
来てご披露頂いた。三田小学校の生徒達は、黒ひげ
一発ゲーム等をして交流を持った。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

身体的・精神的拘束がどのようなものを指すかは
ミーティング等で伝えている。できる限り施錠せず
に過ごせるよう職員間での声かけや見守りを行なえ
るよう伝えている。

身体的・精神的拘束についてをミーティング等で理
解を深めるよう取り組んでいる。できる限り施錠せ
ずに過ごせるよう、職員間での声かけや見守りを行
うよう努めている。鍵をかけないケアの実現を目指
しているが、かけざるを得ない事情もある。状況の
改善と近隣の理解を得て、なるべく早く鍵をかけな
くても良い状況へと努力をしている最中である。

今後の継続

ご様子シートや、面会時の声かけ、電話連絡を通し
て意見を頂く環境を設けている。また、緊急事項と
判断した場合は会議を行い、ご家族に伝えると共に
日々のケアに生かしている。

ご様子シートや、面会時の声かけ、電話連絡を通し
て意見を頂く環境を設けている。また、緊急事項と
判断した場合は会議を行い、ご家族に伝えると共に
日々のケアに生かしている。１日の様子（個人日報
のダイジェスト）を１行で書いたものを、１ヶ月分
に総評をつけて毎月、ご家族にお渡ししている。初
めての入居者が多く、ご家族の相談がある。相談に
は職員が対応している。

今後の継続

成年後見制度を利用しようと考えた入居者がおり地
域包括支援センターに相談したが現在は必要ないの
ではといわれそのままになっている。今後は積極的
に活用したい。

十分な時間を用い、具体的かつ丁寧に説明するよう
心がけている。また、不安点や疑問点をうかがい、
安心して入居して頂けるように努めている。

実際に虐待と思われるような言動は職員から見られ
ていない。虐待に関して資料はあるが研修等には
至っていないので今後は定期的に勉強会を開催した
い。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前に本人の下へ訪問し、直接生活暦や、趣味、
困っていること等について尋ねている。その際に
は、和やかな雰囲気で本人が話しやすいように努め
ている。

市の介護施設による協議会や、県央GHへの参加を通
して同業者との交流を図り、研修等を通して質の向
上に努めている。相互訪問は今後行なう予定で調整
を図っている。

本人や管理者から話を聴くこととミーティングに参
加し勤務状況を把握するように努めている。把握し
た内容と自己評価を実施し、それらを基に時給の見
直しや正職員への登用を検討している。

経験者、未経験者に応じてオリエンテーションを実
施している。勤務時間を利用し内部外部研修をおこ
なっている。「気付く力・考える力」を向上したい
と考えている。

日頃から職員の意見や情報交換で業務が成り立つこ
とを説明し、話を聴く機会を設けるようにしてい
る。入職後、ある程度の期間の後に業務に関する意
見等を聴く時間を設けている。

日頃から職員の意見や情報交換で業務が成り立つこ
とを説明し、話を聴く機会を設けるようにしてい
る。入職後、ある程度の期間の後に業務に関する意
見等を聴く時間を設けている。介護の現場や申し送
り場で簡単な問題提起をして職員の考え方を聞くよ
う習慣付けている。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

家族との関係は大切にしている。これまで行かれて
いた美容室にお連れするなど支援に努めている。こ
れからはもう少し支援できる範囲を拡げたいと考え
ている。

家族との関係は大切にしている。行き慣れた美容室
にお連れする等、支援に努めている。これからはも
う少し支援できる範囲を拡げたいと考えている。具
体的には、良く行っていたファミリーレストラン、
独居で住んでいた場所などに行ってみたり、友人、
教え子など来てもらったり等である。想い出の場所
が思い出せない人については、近くに行って、知っ
ているような態度を示した所はメモしておいてお連
れするようにしている。

今後の継続

食事作りや掃除等の場面を通して入居者中心に行
なっており調理方法や掃除方法を教えていただてい
る。また入居者間でお世話をするといったことも見
受けられる。

日常の変化については、できる限り家族に伝えるよ
うに心がけている。入居後もこれまでの生活につい
て伺いそれらを元に日常のケアをおこなえるよう心
がけている。

本人を目の前にしては話しにくい内容等に関して
は、別室にて話を伺ったり、ご家族が意見を述べや
すい環境作りと、丁寧に伺うことを心がけている。

必要としている支援を見極めたうえで、当施設とし
て支援できることについて説明を行なっている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

毎日、個人個人とふれあい関わりを持ち、過ごし
方・状態の把握、休日明けには業務日誌等に必ず目
を通し、それに努めている。

日常生活を観察し、普段の会話等を通じても、それ
に努めている。困難な場合、主にミーティングを通
じ、それを検討している。

日常生活を観察し、普段の会話等を通じて本人の意
向の把握に努めている。困難な場合、主にミーティ
ングを通じて職員間で検討に努めている。職員主導
ではなく、本人の意思を確認する形での関わりを持
つようにしている。口頭で伝えるのが困難な方は、
表情や行動を察して判断するようにしている。

今後の継続

個人記録のファイル内容を元に、生活暦・環境等の
把握に努めている。

これまでのところ終了者が不在のためなかったが今
後、利用が終了する方があればその後の生活につい
て相談に乗っていきたいと考えている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居者同士で相談しあったり、マッサージするなど
できる限り関わりを保てるように支援している。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

近隣にある店（スーパー、衣料品店等）は日頃から
入居者と共に外出し利用している。運動公園や食事
処を外出の場とさせていただいている。

基本的には協力医療機関を利用しているが希望があ
ればこれまでのかかりつけ医を受診できるように支
援している。

基本的には協力医療機関を利用しているが、希望が
あればこれまでのかかりつけ医を受診できるように
支援している。現状は全員同じ往診医に受診し、一
般内科以外の専門科の主治医にかかっている方は数
名いる。

今後の継続

個別の記録を日々記入している。それらから新たな
介護方法を検討したり、課題を抽出している。

他病院に事情でお連れできないご家族の変わりに通
院支援を行なったり、毎朝食べさせてほしい食材が
あった時は、預かりお出しするようにしている。

ミーティングを通して現在課題となっていることは
話し合い、よりよいケアの方法がないかを検討して
いる。介護計画にも反映できるようにしている。

ミーティングを通して現在課題となっていることは
話し合い、よりよいケアの方法がないかを検討して
いる。介護計画にも反映できるように努めている。
問題を抽出して考えることを基本にしている。 今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

災害時における避難・消火・通報方法については、
マニュアルや実践を通して理解しているが、地域と
の協力体制は今のところ十分に検討できていない。

災害時における避難・消火・通報方法については、
マニュアルや実践を通して理解している。地域との
協力体制は現在、十分に検討は出来ていないが、今
後、近隣の防災訓練に参加出来るよう考えている。 今後の継続

入居時に一通り説明をしているが、具体的な場面で
の話し合いや要望を伺うことはできていない。一人
ひとりの状態に合わせ話し合い、重度化したときの
あり方を知っておきたい。

入居時に一通り説明を行っているが、具体的な場面
での話し合いや要望を伺うことはできていないが、
一人ひとりの状態に合わせ、話し合い、重度化した
時のあり方の際の支援を今後、準備する姿勢は持っ
ている。どんぐり庵同様、看取りは希望があれば行
う体制にある。

今後の継続

マニュアルを用意しており、理解を深めてはいる
が、定期的な訓練は行なえていない。

日頃から看護師と連絡できる体制を２４時間整えて
いる。状態の変化について相談し受診やその他医療
がうけられるように支援している。

入院したときには介護サマリーを提出し入院中も安
心して過ごせるように配慮している。また早期に退
院できるように病院に出向き情報交換するように勤
めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

準備等は一人ひとりの力に合わせて一緒におこなっ
ているが、関わる方が限定されることもある。今後
は他の方も参加できるよう一層努力したい。

食事の準備等は一人ひとりの力に合わせて一緒に
行っているが、関わる方が限定されることもあるの
で、今後は他の方も参加できるように配慮していく
姿勢でいる。火を扱う際は、見守りをしている。片
付け、食器洗いなど、出来ることは手伝って頂いて
いる。

今後の継続

出来る限り希望に沿って支援するように努めてい
る。具体的な訴えがない方にも、その方のペースで
生活できるように配慮はしている。

髪が伸びた方には散髪に行く支援をしたり、入浴後
の身だしなみ、毎日の服装に配慮している。外出時
にはいつもと違うおしゃれをできるように心掛けて
いる。

今まで生きてこられた環境等（仕事や家族背景な
ど）に配慮し、一人一人に合うような言葉かけや会
話を心掛けている。時に失敗してしまうことはあ
る。

これまで培っててこられた環境等（仕事や家族背景
等）に配慮し、一人ひとりに合わせた言葉かけや会
話を心掛けて接している。基本的には、丁寧な言葉
使いをするように心掛け、気さくな声かけを好み方
には、その様に対応するように配慮している。同性
での入浴介助を希望される場合には、そのように対
応している。

今後の継続

本人の提案に沿った行動をできる限り行い、お手伝
い等の声掛け時には「～して下さいますか？」と問
いかける形で行なっている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事内容の工夫や水分がとれるように心掛けてい
る。また適度な運動がおこなえるように支援してい
る。

入浴予定は一応決めているが、ご希望があった時や
汗をかいたり、汚れた時などいつでも入浴して頂い
ている。

入浴予定は一応決めているが、ご希望があった時や
汗をかいたり、汚れた時など何時でも入浴して頂い
ている。何時でも対応出来るように午前中からお湯
をはり、準備している。入居の入浴のリズムをお互
いに作ってくれている。柔軟な対応を心掛けてい
る。

今後の継続

毎食後、声掛けにより誘導。自身の力でケアが出来
る方には積極的に声掛けをし、行動して頂いてい
る。

排泄表をもとに声をかけ案内している。入居者に
よっては排泄の間隔を把握しにくく、オムツになっ
てしまう場合もある。

昼間、夜間を問わず、排泄表をもとに声をかけ、案
内している。人によっては排泄の間隔を把握しにく
く、オムツになってしまう場合もある。トイレでは
本人が自立出来るように見守りや声かけによる支援
を行っている。オムツにたよるばかりではなく、何
かサインがあるかを探るようにしている。出来れば
オムツを外したいと考えてケアを行っている。時間
だけでなく水分量も見るようにしている。

今後の継続

食事は個人の摂取量に合わせて提供。水分に関して
は、一日を通し定期的にお茶、ジュース等の飲料を
提供し、状態により摂取が難しい方は、プリンやゼ
リー等を提供している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

ご自分でお金の管理をされている方もいらっしゃる
が、インフルエンザ予防の為、現在はほとんど買物
には行っていない。

嗜好品などは取り入れている。日常生活のなかでで
きるだけ行えることは入居者にしていただいてい
る。気分転換として外気浴をしているがもう少し頻
度や方法の工夫をしたい。

天候の良い日は散歩や外気欲が出来るように努めて
いる。たまに外食やドライブに行くこともある。

天候の良い日は散歩や外気欲が出来るように努めて
いる。たまに外食やドライブに行くこともある。ゴ
ミ捨てや散歩、買い物などの日常的な外出支援を
行っている。自宅周辺や、馴染のある店に行きたい
希望がある時はその都度支援を行っている。「外食
の日」等を設けても良いと考えている。公園、海、
山、牧場などに行っている。

今後の継続

フロアにソファーや畳を用意しくつろいで頂いてい
る。夜間はお休み前に、空調など居室の確認を行な
う。

服薬すること、飲み残しがないこと等は意識し服薬
後も効果の確認をしている。調剤表があり、薬の作
用、副作用は確認できるように個人ファイルに入れ
ている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

自宅で使用されていたベッド・椅子等を居室に配置
し、以前までの生活に出来る限り近付ける努力をし
ている。

自宅で使用されていたベッド・椅子等を居室に配置
し、これまでの生活に出来る限り近付ける工夫をし
ている。

今後の継続

建物内には手すりがあり、段差も少なくしてある。
トイレの表示をしたり居室にあるタンス等に入れる
物の表示をしている。

快適に過ごしていただけるよう音楽や室温・湿度に
配慮し、たたみスペースを設けリラックスできる空
間をつくっている。行事の時には飾りつけし季節を
感じていただくことと、メリハリをつけるよう意識
している。

快適に過ごして頂ける様、音楽や室温・湿度に配慮
し、畳スペースを設け、リラックスできる空間を
作っている。行事の時には飾りつけし、季節を感じ
て頂く事と、メリハリをつけるよう意識している。
（七夕、正月等）余計なものは飾らず、廊下の玄関
の展示を考えてみたい。

今後の継続

日中は居室やフロアなど、好きな場所で過ごして頂
いている。

ご希望がある時は電話を使って頂いているが、あま
り多くない。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

どんぐり庵さんだ

ぐら

 事業所名

 ユニット名

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ここでの暮らしがその人らしいものとなるように理
念を掲げている。入職時のオリエンテーションや毎
月のミーティング等で理念について学び実践できる
ように努力している。

自治会へ加入し、夏の子供御輿に参加させて頂い
た。また、回覧板を通じ、情報の共有を図らせて頂
いている。

ご近所の方々や、見学に来られた地域の方々にはそ
の都度説明を行なっている。しかし、施設主導で広
く実践等について説明する機会は今のところ設けて
いない。

現在のところ、運営推進会議は行なえていない。年
度内に行なう予定である。

開設時より、運営状況や入居状況など様々な相談を
させて頂いている。また、施設内での事故により受
診をした際には報告書を提出し、助言を仰いでい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

実際に虐待と思われるような言動は職員から見られ
ていない。虐待に関して資料はあるが研修等には
至っていないので今後は定期的に勉強会を開催した
い。

成年後見制度を利用しようと考えた入居者がおり地
域包括支援センターに相談したが現在は必要ないの
ではといわれそのままになっている。今後は積極的
に活用したい。

十分な時間を用い、具体的かつ丁寧に説明するよう
心がけている。また、不安点や疑問点をうかがい、
安心して入居して頂けるように努めている。

ご様子シートや、面会時の声かけ、電話連絡を通し
て意見を頂く環境を設けている。また、緊急事項と
判断した場合は会議を行い、ご家族に伝えると共に
日々のケアに生かしている。

身体的・精神的拘束がどのようなものを指すかは
ミーティング等で伝えている。できる限り施錠せず
に過ごせるよう職員間での声かけや見守りを行なえ
るよう伝えている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

日頃から職員の意見や情報交換で業務が成り立つこ
とを説明し、話を聴く機会を設けるようにしてい
る。入職後、ある程度の期間の後に業務に関する意
見等を聴く時間を設けている。

市の介護施設による協議会や、県央GHへの参加を通
して同業者との交流を図り、研修等を通して質の向
上に努めている。相互訪問は今後行なう予定で調整
を図っている。

本人や管理者から話を聴くこととミーティングに参
加し勤務状況を把握するように努めている。把握し
た内容と自己評価を実施しそれらを基に時給の見直
しや正職員への登用を検討している。

経験者、未経験者に応じてオリエンテーションを実
施している。勤務時間を利用し内部外部研修をおこ
なっている。「気付く力・考える力」を向上したい
と考えている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事前に本人の下へ訪問し、直接生活暦や、趣味、
困っていること等について尋ねている。その際に
は、和やかな雰囲気で本人が話しやすいように努め
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

本人を目の前にしては話しにくい内容等に関して
は、別室にて話を伺ったり、ご家族が意見を述べや
すい環境作りと、丁寧に伺うことを心がけている。

必要としている支援を見極めたうえで、当施設とし
て支援できることについて説明を行なっている。

料理の材料や作り方を尋ねたり、行事の際は風習に
ついて皆に説明をお願いしている。トイレへの案内
や、食事の介助や、洗濯物の整理等を入居者様同士
でされていることもある。

ご様子シートや面会を利用して本人の様子を伝えて
いる。餅つきなどの行事に参加してもらい、食事場
面や、生活場面に関わって頂く機会を設けている。

以前利用していた介護施設に本人と挨拶に行った
り、自宅周辺への外出、利用していたお店で買物す
る機会を作っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

料理や掃除等の日々の家事や、レクレーションの時
は職員を含め、複数の入居者様に声をかけ、一緒に
行なうように心がけている。

これまでのところ終了者が不在のためなかったが今
後、利用が終了する方があればその後の生活につい
て相談に乗っていきたいと考えている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

日常生活の様々な場面において、職員主導ではな
く、本人の意思を確認する形で関わりを持ってい
る。また、口頭で伝えるのが困難な方は、表情や行
動を見て判断している。

個人記録のフェイスシートで確認をしている。ま
た、把握できていないことは、適宜ご家族の面会時
などを利用して把握するよう努めている。

朝と夕方に行なう業務申し送り、各記録物に本人の
状態を記録して情報の把握、共有に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

定期的に行なっているミーティングを通して、より
本人に即した対応がないか検討を行なっており、そ
れを介護計画にも生かしている。

個別の記録ファイルを用いて、日常の様子把握、情
報の共有に生かしている。また、記録を元に対応の
検討を行い、より本人に合わせた対応ができるよう
に活用している。

他病院に事情でお連れできないご家族の変わりに通
院支援を行なったり、毎朝食べさせてほしい食材が
あった時は、預かりお出しするようにしている。

近所にあるスーパーや、料理店、衣料品店、公園等
を使用して生活をして頂いている。

基本的には協力医療機関を利用しているが希望があ
ればこれまでのかかりつけ医を受診できるように支
援している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

日頃から看護師と連絡できる体制を２４時間整えて
いる。状態の変化について相談し受診やその他医療
がうけられるように支援している。

入院したときには介護サマリーを提出し入院中も安
心して過ごせるように配慮している。また早期に退
院できるように病院に出向き情報交換するように勤
めている。

入居時に一通り説明をしているが具体的な場面での
話し合いや要望をうかがうことはできていない。一
人ひとりの状態に合わせ話し合い、重度化したとき
のあり方を知っておきたい。

マニュアルを用意しており、理解を深めてはいる
が、定期的な訓練は行なえていない。

災害時における避難・消火・通報方法については、
マニュアルや実践を通して理解しているが、地域と
の協力体制は今のところ十分に検討できていない。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

基本的には丁寧な言葉使いをするように心がけ、気
さくな声かけを好まれる入居者様にはそのように対
応している。入浴も同姓による介助を希望される場
合は対応している。

職員主導での生活を送ってもらうのではなく、食事
や飲み物、外出、入浴等の様々な場面において本人
に尋ねる形を心がけ、まずは本人の意思確認をする
よう努めている。

おおよその一日の流れはあるが、入居者様の希望が
あった時、また積極的でないときは臨機応変に対応
を検討し、本人の希望に沿えるような生活になるよ
う努めている。

毎朝、洗面台の前で整容を行い、その日の本人気分
に合わせて髪の結び方等を工夫している。また、散
歩や買物に出かける際は、化粧の声かけをしてい
る。

料理の下準備はフロアテーブルで皆で行い、火を扱
う時は見守りしている。片付けや食器洗いは利用者
様にして頂き、職員は見守りに徹している。
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自己評価

実施状況 実施状況
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

一人ひとりの健康状態、食習慣に合わせた食事内容
にしてお出ししている。摂取量も体格や活動量を踏
まえて考えている。

毎食後口腔ケアを行なっている。介助が必要な方は
もちろん、本人の力でできる方にも声かけを行い、
清潔保持を図っている。

昼間、夜間を問わず一人一人の排泄リズムを把握し
てトイレの声かけや案内を行なっている。トイレ内
においては、本人が自立できるように見守りや声か
けによる支援をしている。

ご飯に粉寒天を入れたり、ヨーグルトをお出しす
る、飲み物の工夫をしている。散歩や掃除等で運動
する機会を作り、便秘予防に取り組んでいる。

予め予定を組んではいるが、本人の希望がある時は
その都度優先して対応している。何時でも対応でき
るように午前中からお湯を張って準備している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

一人一人の生活リズムを把握して就寝案内をしてい
る。また、室温・湿度・静けさ明るさ等に配慮し、
安眠できる環境作りに努めている。

個人ファイルに薬表を添付し、理解に努めている。
薬の変更があった場合は、別に記録に残して情報の
共有を図っている。

毎朝、朝刊を取りに行く、玄関の掃除をする等の役
割を持って生活している方もいる。また、塗り絵や
計算プリント、花札、ドライブ等個人に合わせた支
援を行なっている。

ゴミ捨てや散歩、買物等の日常的な外出支援を行
なっている。また、自宅周辺や、馴染みのある店な
どに行きたい希望がある時は、その都度支援を行
なっている。

食材買物の際に、ご自分で好きなものが購入できる
ように支援しており、買われた物を他入居者様に振
舞うこともあった。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

本人から希望がある時は電話を使って頂いている。
手紙のやりとりについての支援はできていない。

七夕やお正月等の時期は、テーブル上に花を飾った
り、壁に飾りをつけて季節感を感じて頂けるように
工夫している。日常生活に必要な物品は自由に使っ
て頂けるよう配置するなど工夫をしている。

フロアにはテーブル椅子以外にソファを用意して、
利用して頂いている。

自宅で使用されていたベッド・椅子等を居室に配置
し、以前までの生活に出来る限り近付ける努力をし
ている。

廊下や風呂等に手すりをつけている。また、トイレ
や風呂の扉に張り紙をしており、場所の確認ができ
るよう配慮している。
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事業所
どんぐり庵さんだ

作成日
H２２年 ３月　５日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 40

評価時点では一部の方
のみに食事の仕度に関
わっていただいてい
た。

それぞれが持っている
力に合わせて一緒に食
事作りをおこないた
い。

３ヶ月

2 16
排泄の間隔が把握でき
ずオムツに頼ってしま
うことがある。

サインの有無を知り、
トイレで排泄できるよ
うにしたい。

３ヶ月

3

4

5

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

具体的な取組み内

目　標　達　成　計　画

台所だけに限らずテー
ブル等も利用しできる
ことを一緒におこな
う。

サインの確認とトイレ
で排泄に至ったかを情
報収集し確立したい。

容

目　　標
目標達成に向けた
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